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Abstract Besides the red (normal) and white color forms of the hind wing anal angle spots in Sasakia charonda, 
there exists the pink color form. Through test crosses by the hand pairing method, this study demonstrates that the red 


and pink forms occur from difterent alleles of an autosomal gene, the former being dominant and the latter recessive. 
White and pink color forms are in incomplete dominance and the color of the hind wing anal spots in the F1 


generation shows a color cline between white and pink. 
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は じ め に 


オオ ムラ サキ に は 麹 裏 面 の 地 色 が 白色 また は 黄色 の ノー マ 
ル 型 ( 図 1) と 青白 色 ま た は 白色 の スギ タニ 型 ( 図 2) が 
存在 する . これ ら の 色彩 は メン デル 遺伝 し , 青白 色 ま た は 
白色 が 黄色 に 対し て 劣性 で ある こと が 知ら れ て いる (川副 
ほか , 1976, 伊奈 , 2015). 後 凌 肛 角 紋 の 色彩 は ノー マル 
型 で は 赤色 (Red), スギ タニ 型 で 白色 (White) の 個体 が 
多い . 後期 肛 角 紋 の 色彩 も メン デル 遺伝 し , 白色 は 赤色 に 
対し て 劣性 で あり , 贅 裏 面 の 地 色 と は 異な る 遺伝 子 に 制御 
され て いる こと が 知ら れ て いる (伊奈 , 2015). 筆者 は さ 
ら に 後 麹 肛 角 紋 が 桃色 (Pink) の オオ ムラ サキ が 野外 で 発 
生 し た り 飼 育 で 羽化 し た り し て いる こと に 気づい て いた 
が , 赤色 の 微妙 な 変異 の 範囲 内 で あろ うと それ 以上 は 探求 
せ ず に 現在 に 至っ た . 


筆者 ら は 2014 年 に ブル ー オ オム ラサ キ が メン デル の 法則 
の 劣性 遺伝 を する こと に 関す る 論文 を 発表 し た (Nagasaki 
et al., 2014). 通常 の オオ ムラ サキ は 贅 表 面 が 紫色 で ある が , 
従来 か ら 滋 賀 県 鈴鹿 山地 で 青色 の 個体 が 極 く まれ に 発生 す 
る こと が 知ら れ て いて , 以下 この 異常 型 を ブ プルー オ オム ラ 
サキ と 呼ぶ こと に し た ( 図 1 : 5 一 12, 図 2:5~8). この 
な か で ブル ー の 異常 型 が 出現 する 遺伝 形式 を 見 極め る た め 
に ブル ー オ オム ラサ キ 純 系 の ノー マル 型 お よび スギ タニ 型 
と 新た に 野外 で 得 た 幼虫 か ら 羽 化し た ノー マル 型 と の 交配 
実験 を 計画 し た . な お , 図 2 : 1 一 4 で は 和歌 山県 産 の スギ 
タニ 型 の 写真 を 載せ て いる が , ブル ー オ オム ラサ キ の スギ 
タニ 型 の 純系 の 交配 過程 で は 滋賀 県 鈴鹿 山地 で 採取 し た 越 
冬 幼 虫 か ら 羽 化し た スギ タニ 型 成虫 を 使用 し て いる . 

















color cline, hind wing anal angle spot, multiple alleles, recessive gene, pink color form, Sasakia 


2010 年 に 鈴鹿 山地 で 採取 し た 幼虫 30 頭 が 翌年 羽化 し た な 
か に 後 燃 肛 角 紋 が 桃色 の 個体 が 3 頭 (2, 〒1) 混じっ て 
いた ( 図 2: 9 一 12). この pink の 後 贅 肛 角 絞 と ノー マル 
型 の Red の 後 贅 肛 角 絞 を 並べ て 比較 観察 し た 結果 , 両者 
に は 明らか に 差 が あり Pink の 形質 に は Red, White 以外 の 
別 の 因子 が は た らい て いる の で は な いか と いう 疑問 が 沸い 
GS だ 


材料 お よび 方 法 

筆者 は ブ プルー オオ ムラ サキ の 遺伝 子 実験 と 並行 し て 累代 飼 
育 に よる Pink 遺伝 子 の 交配 実験 を 今日 まで 続け て きた . 
従っ て ほとん どの 実験 材料 は ブ プルー オ オム ラサ キ を 利用 す 
る こと に な っ た . 後 凌 肛 角 紋 が Pink の オオ ムラ サキ は ブ 
ルー オオ ムラ サキ の 原産 地 の 鈴鹿 山地 で 採取 し た ノー マル 
型 の 幼虫 の 中 に 含ま れ て いた も の で ある . オオ ムラ サキ の 
麹 表 の 色彩 の 形質 と 後 次 肛 角 紋 の 色彩 の 形質 は メン デル の 
独立 の 法則 が あて は まり , 実験 結果 は 全て の オオ ムラ サキ 
に 適応 する も の で ある . また 1, 2, 3 項 の 交雑 実験 で 使用 
し た スギ タニ 型 は いずれ も 前 年 まで に 累代 を 繰り 返し て そ 
れ ぞ れ ホ モ 接 合体 で ある こと を 確認 済み の も の で ある . 


オオ ムラ サキ は 通常 年 1 化 で の は 6 月 初 一 下旬 . 〒 ヤ は 6 月 
中 一 7 月 中 旬 に 羽化 する . 羽化 し た 個体 は 室内 で 吊り 下げ 
型 の ネッ ト に グル ー プ 別に 保管 し た . 餌 は 筆者 は 約 10 倍 
に 薄め た スポ ー ツ ドリ ンク の ポカ リス エッ ト を キッ チン タ 
オル に 浸 ま せ て ネッ ト 上 部 に 置い た . の は 交尾 が 可能 に な 
る まで に は 毎日 最低 2, 3 時 間 日 光 に あて る こと か が 必須 で 
約 1 週間 か か る . 一 方 そ は 羽化 し て 贅 脈 が 完全 に 固 ま れ ば 
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図 1. 肛 角 絞 赤 色 型 オオ ムラ サキ の 種類 
1 : 赤色 型 オ オム ラサ キ (滋賀 県 鈴鹿 山地 産 ) の 麹 表面 , 2 : 同 裏 面 , 2 : 千 欧 表面 , 4 : 同 裏 面 
$ 一 8 : ブル ー オ オム ラサ キ 赤 人 色 型 (滋賀 県 鈴鹿 山地 産 ) 裏面 白色 

9 一 12 : ブ プルー オオムラサキ 赤色 型 (滋賀 県 鈴鹿 山地 産 ) 裏面 黄色 





人 工 交配 が 可能 ( 約 1 日) と な る . オオ ムラ サキ の ハン ド 
ペア リング は 筆者 が 過去 30 年 繰り 返し て き て いる の で , 
現在 で は 約 80% の 成功 率 で ある . 数 一 10 時 間 の 交尾 を 終 
了 し て か ら \ は 数 日 後に エノキ の 葉 上 に 数 十 一 百 数 十 卵 の 
卵 塊 を 死ぬ まで ( 約 3 週間 ) に 何 回 か に 分 け て 産卵 する . 
肝 化 率 は 交配 が 成功 し て いれ ば ほぼ 100% で ある が , と き 
に は 無精 卵 の 場合 も ある . 約 10 日後 効 昌 は 身 化 し 葉 を 食 
べ 始 め , 11 月 の エノキ の 落葉 まで に 4 令 (地域 に よっ て 
は 3 令 ) に 成長 する . 幼虫 の 体 色 が 緑色 か ら 茶 色 に 変わ っ 
て 越冬 準備 が で きた 効 虫 は エノキ の 葉 ・ 枝 か ら 取 り 込 ん で 
予め 落葉 を 入れ て 準備 し た 植木 鉢 に 移し て 冬期 野外 で 保管 
する . 一 年 間 の 飼育 を 通し て 最も 難し い の が 冬期 保管 で 乾 
燥 と 湿潤 に 悩ま され 生存 率 は 約 70% で ある . 遅く と も 4 
月 まで に は 鉢 に 保管 し た 越冬 幼虫 を 再び 種類 毎 に ネッ ト で 
分 離し た エノキ の 枝 に 幼虫 を 戻す . 戻さ れ た 茶色 の 幼虫 は 
再び 休眠 に 入り , 2 一 3 週間 後 脱皮 し て 緑色 に 戻っ た 後 給 
餅 量 が 急 に 増え 体長 も 大 きく な り , 5 一 6 月 に 7 令 (地域 
に よっ て は 6 含 ) に 達し 前 中 を 経て 遇 化 する . 効 虫 期間 で 
重要 な こと は ネッ ト 内 で は アブ ラム シ が 必ず 発生 する の で 
防止 の た め テ ント ウム シ を 最低 数 匹 人 れ て 飼育 する こと で 
ある . 








本 交配 実験 は 2010 年 末 の 現地 で の 幼虫 採取 か ら 始 まり , 

2016 年 末 ま で 6 回 の 累代 飼育 を 繰り 返し , 最終 的 に 本 論 
文 で 利用 し た 成虫 の 数 は 約 250 頭 で あ る が , 卵 の 喘 化 率 

幼虫 期間 の 目減り 率 , 羽化 率 等 を 含め る と 1.000 頭 以上 の 
個体 を 要 し た . 


結果 
1. 赤色 型 と 告白 色 型 の 交雑 実験 


オオ ムラ サキ の 後 麹 肛 角 紋 の 赤色 型 (Red) と 白色 型 
(White) は メン デル の 法則 が 成り 立ち , それ ぞ れ の 遺伝 
子 を それ ぞ れ R, w と する と , R は 優性 , w は 劣性 の 対立 
遺伝 子 で ある こと が 知ら れ て いる の で , 確認 の た め に 下記 
の 通り ハン ド ペ アリ ング に よる 交雑 実験 を 行なっ た . 

の RR xX Fww 一 Rw 

Red White Red 


ここ で RR : Red 遺伝 子 の ホモ 接合 体 (赤色 ) 
Rw : Red 遺伝 子 と White 遺伝 子 の へ テロ 接合 体 (赤色 ) 
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2. 肛 角 紋 白 色 型 お よび 桃色 型 オ オム ラサ キ の 種類 


11 昌 め 


1 : 白色 型 オ オム ラサ キ (和歌 山県 紀美 野 町 産 ) の 贅 表 面 2 : 同 裏 面 , 3 : 了 そ 贅 表 面 , 4 : 同 裏 面 
5~8: ブル ー オ オム ラサ キ 白 色 型 (滋賀 県 鈴鹿 山地 産 ) 
9 一 12 : ブル ー オ オム ラサ キ 桃 色 型 (滋賀 県 鈴鹿 山地 産 ) 





ww : White 遺伝 子 の ホモ 接合 体 (白色 ) 

実験 は 2011 年 7 月 に 交配 し 翌年 の 7 頭 , 〒4 頭 の 第 2 世代 
が 羽化 し た が 肛 角 紋 は 全て Red で あっ た . 実験 の デー タ 
数 は 少な いも の の , 赤色 が 優性 , 白色 が 劣性 で ある こと に 
矛盾 する 結果 は 出 て いな い ( 表 1). 


表 1. 交配 (RR x ww) の 羽化 結果 (2012) 











後 契 肛 角 紋 の 色 の を 小言 
Rw (Red) 7 4 11 
ww (White) 0 0 0 

小計 7 4 11 





引き 続き 2012 年 に 羽化 し た 第 2 世代 の へ テロ 接合 体 Rw 
を 4 ペア 交配 し 2013 年 に 第 3 世代 の 羽化 状況 を 確認 し た . 


{Rw x TRw 一 RR+2Rw+ ww 
Red Red Red Red White 


第 3 世代 は 28 頭 , 了 そ 15 頭 , 計 43 頭 が 羽化 し Red29 頭 , 


White14 頭 で あ っ た . メン デル の 分 離 の 法則 で は Red 対 
White の 比率 は 3 : 1 で ある が 実験 で は 2.1 : 1 で あっ た ( 表 2). 


表 2. 交配 ( ず Rw Xx 〒Rw) の 羽化 結果 (2013) 











後 超 肛 角 紋 の 色 〆 子 小計 
RR, Rw (Red) 18 11 29 
ww (White) 10 4 14 

小計 28 15 43 





2. の 白色 型 と ゃ 桃色 型 (Pink) の 検定 交雑 実験 


2010 年 冬 に 滋賀 県 鈴鹿 山地 で 採取 し た オオ ムラ サキ 幼虫 
か ら 有 翌年 羽化 し た 成虫 の 中 に 後 贅 肛 角 絞 が Pink の の が 
3 頭 い た . 筆者 は Red, White 以外 に Pink の ホモ 接合 体 の 
遺伝 子 が 存在 する の で は な いか と いう 仮説 を た て , その 形 
質 が 劣性 で その 遺伝 子 を p と 仮定 し て , 確認 の た め 下 記 の 
検定 交雑 実験 を 実施 し た . 
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ず ww x pp > wp 

White Pink L.pink 
ここ で ww : White 遺伝 子 の ホモ 接合 体 (白色 , 図 2:5 
ー8) 
pp : Pink 遺伝 子 の ホモ 接合 体 (桃色 , 図 2 : 9 一 12) 
wp : Pink 遺伝 子 と White 遺伝 子 の へ テロ 接合 体 ( 白 と 
桃色 の 中 間 色 ) 
Pink : 表現 型 で ホモ 接合 体 pp の 形質 (桃色 ) を 仮称 


L. pink (Light pink) : 表 現 型 で ヘテロ 接合 体 pw の 形質 ( 藻 
桃色 ) を 仮称 . ホモ 接合 体 pp の Pink に 近い L.pinkl か 
ら ホ モ 接 合体 ww の White に 近い L. pink 2 まで 連続 的 
に 出現 する 


2012 年 に 羽化 し た 第 2 世代 の へ テロ 接合 体 wp の 羽化 状況 
を 表 3 に 示す . 














表 3. 交配 (ww + pp) の 羽化 結果 (2012) 
後 超 肛 角 紋 の 色 〆 〒 小計 
wp (L.pink 1) 2 1 3 

(L.pink 2) 2 1 3 
ww (White) 0 0 0 
小計 4 2 6 





この 結果 ヘテロ 接合 体 wp は どちら か 一 方 の 色 に 偏ら ず , 
中 間 色 (Light pink) と な っ た の で p と yw は 不 完全 優性 で 
ある こと を 示し て いる . また 実験 の デー タ 数 は 少な い が 
White (白色 型 ) の 羽化 が ゼロ で ある こと か ら 桃 色 型 の 親 
は ホモ 接合 体 pp で あっ た と の 仮定 と は 矛盾 し な い . 


引き 続き 2012 年 に 羽化 し た 第 2 世代 へ テロ 接合 体 wp ど 
うし を 交配 し , 2013 年 に 第 3 世代 の 羽化 状況 を 確認 し た . 
ず wp x Twp 一 ww+2wp+pp 

L.pink L.pink White L. pink Pink 
この 結果 , ww : wp : pp が 理論 値 1:2:1 に 対し 1:1.8: 
0.58 と な っ た ( 表 4). 


表 4. 交配 ( ず wp + 和子 wp) の 羽化 結果 (2013) 











後 政 肛 角 紋 の 色 の を 小計 
pp (Pink) 3 4 7 
wp (L. pink 1) 4 6 10 
(L. pink 2) 9 2 12 
ww (White) 9 4 12 
小計 25 16 41 





これ は p と w が 不 完全 優性 で ある こと を 支持 し て いる . 


ここ で へ テロ 接合 体 wp の 表現 形式 を Lisht pink と し て 
Pink に 近い も の を LT. pink1, White に 近い も の を L. pink2 と 
分 け て いる が 色彩 の 判別 は 主観 的 な も の で 厳密 で は な い . 
また ホモ 接合 体 pp に 非常 に 近い へ テロ 接合 体 wp,。 ホモ 接 
合体 ww に 非常 に 近い へ テロ 接合 体 wp も あり , 各 表 で 正 
確 に 分 類する こと は 難しい. 


3. の 桃色 型 と ゃ 白色 型 の 逆 検定 交雑 実験 


次 に 桃色 型 と 白色 型 の の を 入れ 奉 え て 2 と 同様 の 実験 を 
実施 し た . 


{pp x Fww > pw 
Pink White L. pink 


2014 年 に 羽化 し た 第 2 世代 の ヘテロ 接合 体 pw の 羽化 状況 
を 表 5 に 示す . 


表 3. 交配 (の pp x そ 〒ww) の 羽化 結果 (2014) 











後 次 肛 角 紋 の 色 〆 〒 小計 
pw (L.pink 1) 20 14 34 
(L.pink 2) 3 1 4 
ww (White) 0 0 0 
小計 23 15 38 





この 結果 , 桃色 型 と 白色 型 を の 千 入 れ 替 えて も 第 2 項 の 実 

験 と 同様 に 第 2 世代 へ テロ 接合 体 pw は wp と 同じ く 中 間 

型 (Light pink) に な る こと が 確認 され た . 従っ て p 遺 伝 

子 は w 遺伝 子 同 様 に 性 別に 影響 され な い 常 染色 体 
(autosome) 内 に 存在 する こと が わか っ た . 


また , 羽化 し た 成虫 に 白色 型 が ゼロ で あっ た こと に より 今 
回 使用 し た の は へ テロ 接合 体 で は な く ホ モ 接 合体 pp で あ 
る こと が 検定 され た . 

引き 続き 2014 年 に 羽化 し た 第 2 世代 の へ テロ 接合 体 py 
どう し を 交配 し 第 3 世代 の 羽化 状況 を 確認 し た . 


の pw x Fpw pp+ 2pw+ ww 
L.pink L.pink Pink L.pink White 


実験 結果 は 表 6 に 示す と お り , pp, pw, ww の 発現 比率 は 
理論 値 が 1:2:1 で ある が pp と pw の 色 の 判別 が 難し い 
の で (pp + pw) : ww の 発現 比率 で 比較 する と 理論 値 が 3 : 1 
に 対し 実験 値 は 4 : 1 で あっ た ( 表 6). 本 実験 は 母 集団 が 
小さ い が 矛 盾 する 結果 は 出 て いな い . 


表 6. 交配 (の pw x 〒pw) の 羽化 結果 (2015) 








後 欧 肛 角 紋 の 色 ず 〒 小計 
pp (Pink) 2 0 4 
pw (L.pink 1) 2 
ww (White) 0 1 1 





小計 2 3 5 
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同じ く 第 2 世代 へ テロ 接合 体 pw の と 白色 型 そ で 検定 交雑 
実験 を 行なっ た . 

の pw メキ ww —~ pw + ww 

L.pink White L.pink White 
ここ で 交配 結果 で 白色 型 が 羽化 し た こと に より 親 の ず は ホ 
モ 接 合体 pp で は な く へ テロ 接合 体 pw で ある こと が 検定 
され た . ここ で は pw, ww の 発現 比率 は 理論 値 が 1: 1 に 
対し 実験 値 も 13 : 13 で 理論 値 と 一 致し た ( 表 7). 


表 7. 交配 ( ず の pw+ そ ww) の 羽化 結果 (2015) 











後 次 肛 角 紋 の 色 ず 〒 小計 
pw (L.pink 1) 2 0 2 
(L.pink 2) 6 $ 11 
ww (White) 8 5 13 
小計 16 10 26 





4. 赤色 型 と 桃色 型 の 検定 交雑 実験 


第 2 項 で 桃色 型 遺伝 子 p と 白色 型 遺伝 子 w は 不 完全 優性 
で ある こと が 判明 し た の で , 赤色 型 遺伝 子 R は w と 同様 
に p に 対し て も 優性 で ある か を 調べ る 実験 を 行なっ た . 


すなわち R と p は 対立 遺伝 子 で メン デル の 法則 に 従う と の 
仮定 の も と で 2014 年 に 次 の 交配 実験 を 2 ペア で 行なっ た . 


の RR X fpw 一 Rp + Rw 
Red L.pink Red Red 


へ テロ 接合 体 Rp は 想定 通り すべ て Red と な り , 赤色 型 と 
白色 型 で は 遺伝 子 R と w が 互い に 優性 , 劣性 の 対立 遺伝 
子 の 関係 が ある の と 同様 に 赤色 型 と 桃色 型 で も 遺伝 子 R 
と p は 互い に 優性 , 劣性 の 対立 遺伝 子 の 関係 が ある こと が 
立証 され た ( 表 8). 


表 8. 交配 (YRR + 〒pw) の 羽化 結果 (2015) 











後 次 肛 角 紋 の 色 の 〒 小計 
Rp,Rw (Red) 28 22 50 
pw (L. pink) 0 0 0 
ww (White) 0 0 0 

小計 28 22 50 





次 に 第 2 世代 どう し の 交配 実験 を 行なっ た . 交配 パタ ー ン 
は 次 の 3 通り が ある . 
{Rp x TRp ~ RR + 2Rp + pp 
Red Red Red Red Pink 
の Rp x TRw ~ RR + Rp + Rw + pw 
Red Red Red Red Red L.pink 


{Rw x FRw > RR+2Rw+ww 
Red Red Red Red White 


すなわち この 第 二 世 代 (赤色 ) を ラン ダム に 交配 し た 場合 
の 表現 型 の 割合 の 期待 値 は , Red : Pink : L. pink : White = 
9:1:1:1 に な る . 実験 で は 交配 し た $ 頭 の 〒 を 同一 ネッ 
ト 内 で 飼育 し 産卵 させ た と ころ , 2016 年 に 羽化 し た 第 三世 
代 個 体 の 後半 肛 角 紋 の 色彩 の 割合 は 表 9 の と お り で あっ た . 


表 9. 交配 ( ず Rp + Rp, の Rp + Rwor J?Rw + そ Rw) 
の 羽化 結果 (2016) 











後 次 肛 角 紋 の 色 の 〒 小計 
RR, Rp, Rw (Red) 10 7 17 
pp (Pink) 0 1 1 

pw (L. pink) 1 2 3 

ww (White) 6 1 7 

小計 17 11 28 





交配 数 は 5 ペア で 期待 値 に 比べ て 極端 に 少な いた め 表 現 型 
形質 の 出現 比率 は 9 : 0.53 : 1.6 : 3.77 となり 大 きく ずれ て 
いる が , 4 色 共 に 羽化 し て いる こと に より 交配 に 用 いた 53 
ペア の な か に 前 述 の 3 パタ ー ン が 全て 含ま れ て いた こと が 
わか っ た . 


考 窒 


伊奈 (2015) で は 桃色 型 遺伝 子 の 存在 を 仮定 せ ず , Red と 
Pink を まとめ て White に 対し て 優性 と し て いる . すなわち 
同 論文 の 赤色 父 蝶 1987-12-7 の 兄妹 に Pink が いる こと か ら 
(伊奈 論文 p136, 表 5-22), 著者 は へ テロ 接合 体 Rp の と 
ホモ 接合 体 ww〒 を 交配 し た の か も し れ な い . 同様 に 
1987-13-21 の 兄妹 に Pink が いる こと か ら ( 表 5-23), へ テ 
ロ 接 合体 Rw で は な く , へ テロ 接合 体 pw の と ホモ 接合 体 
ww そ を 交配 し た の か も し れ な い (伊奈 , 2015). 


筆者 の p 対立 遺伝 子 の 存在 を 認め た 本 研究 結果 で は , p 遺 
伝 子 を 導入 する こと に より , 伊奈 論文 の 交配 実験 結果 の う 
ち , 第 一 世代 か 次 世代 に Pink が ホモ 接合 体 pp か へ テロ 接 
合体 また は Rp に 含ま れる 場合 は , 全て 合理 的 な 説明 が つ 
く こ と が わか っ た . 


遺伝 子 p は 遺伝 子 w と 不 完全 優性 の 関係 に あり , また ど 
ちら も 遺伝 子 R に 対し 劣性 の 複 対立 遺伝 子 で ある . へ テ 
ロ 接 合体 pyw の 間 で は Pink と White と の 中 間 色 (Light 
pink) と な る . 


さら に へ テロ 接合 体 pyw の Pink と White の 中 間 色 ( エ . 
pink) は 図 3 に 示す よう に pink に 近い L. pink 1 か ら White 
に 近い L. pink 2 まで 連続 的 に 発現 し て いる よう に 思わ れ 
る (color cline). その 中 間 色 の Pink と White の 混合 割合 は 
ホモ 接合 体 pp と ww の 形質 発現 の 条件 に よる も の と 考え 
られ る が 現時 点 で は 解明 に 至っ て いな い . Color cline の 例 
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図 3. p 遺 伝 子 (Pink), w 遺伝 子 (White) の 各 ホ モ 接 合体 と へ テロ 接合 体 pw の 肛 角 絞 の Color Cline 
1 : ず ホ モ 接 合体 pp (2016), 2 : 同 肛 角 紋 色 彩 Pink。 3 : 〒 ホ モ 接 合体 pp (2016), 4 : 同 肛 角 絞 色 彩 Pink 
S 一 8 : ず 科 ヘ テロ 接合 体 pw (2016), 同 肛 角 絞 : Light pink 1 
9 一 12 : ず 〒 ヘ へ テロ 接合 体 py (2015), 同 肛 角 紋 : Light pink 1 
13 一 16 : ず 耶 ヘテロ 接合 体 pw (2015), 同 肛 角 紋 : Lisht pink 2 
17 一 20 : ず 陸 へ テロ 接合 体 pw (2015), 同 肛 角 絞 : Lisht pink 2 
21 一 24 : ? そ ホモ 接合 体 ww (2016), 同 肛 角 紋 : White 
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4. ブル ー オ オム ラサ キ 後 凌 肛 角 紋 の 赤色 型 と 桃色 型 の 色彩 の 比較 


1 : 赤色 型 の ホモ 接合 体 RR (2017), 2 : 同 肛 角 紋 色 彩 Red 
3 : 桃色 型 の ホモ 接合 体 pp (2017), 4 : 同 肛 角 紋 色 彩 Pink 


と し て は ウス バシ ロナ チョ ウ の 玩 表 の 白 か ら 黒 に 至る 連続 的 
な 変化 が あり , 次 色 に か か わる 遺伝 子 は 複数 存在 し , 個体 
の 遺伝 子 と 環境 因子 に か か わる 遺伝 子 の 発現 量 の 違い に 
よっ て 決ま る と され る (八木 , 2013. 小野 , 2015). 


オオ ムラ サキ の ヘ へ テロ 接合 体 pw の 後 下 肛 角 紋 の 色彩 の 発 
現 で は 同じ 親 か ら 生 まれ た 多く の 子 (第 2 世代) の へ テロ 
接合 体 の 色合い が 一 定 で は な くそ れ ぞ れ 異 な る こと , 過去 
6 年 間 同 じ 場 所 で ほぼ 同一 環境 で 累代 飼育 を 繰り 返し て き 
た こと で ウス バシ ロ チ ョ ウ の 事例 と は 異な る 内 部 因子 が は 
た らい て いる も の と 考え られ る . 今後 その 解明 に 注力 し た い . 


また 図 4 に ブ プルー オオムラサキ の 赤色 型 と 同 桃色 型 の 後 次 
肛 角 紋 の 色彩 を 比較 し て いる . 写真 は 撮影 の 角度 や 照明 の 
条件 に より 色 具 合 は 大 きく 影響 を 受け る が Red と Pink の 
色彩 に 明瞭 な 違い が ある こと が わか る . 





結 論 
1. オオ ムラ サキ の 人 後 次 肛 角 紋 の 色彩 に は 赤色 型 (Red) 
と 白色 型 (White) 以外 に 桃色 型 (Pink) が 存在 する . 





2. 桃色 型 遺伝 子 p は 白色 型 遺伝 子 w と 不 完全 優性 の 関係 
に あり , また どちら も 赤色 型 遺伝 子 R に 対し 劣性 の 複 対 
立 遺伝 子 で ある . 

3. 表現 型 が 性 別に 影響 され ん な いこ と か ら R, p, w 対 立 遺 
伝 子 は 常 染 色 体 に 存在 する と 考え られ る . 


4.p 遺 伝 子 と w 遺 伝 子 の ヘテロ 接合 体 pw は Pink か ら 
White に 至る さま ざま な 中 間 色 が 発現 する (color cline). 
中 間 色 が いか な る 条件 で 決定 され る か は 不明 で ある . 
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Summary 





Red, white and pink color forms of anal angle spots in hind 
wings are inheritable traits of Sasakia charonda. It was 
previously shown that red and white forms occur from different 
alleles of a single autosomal gene, the former being dominant 
and the latter recessive. This study demonstrates through test 
crosses by the hand pairing method that the red and pink color 
forms also occur from different alleles of the same gene, the 
former being dominant and the latter recessive. The alleles for 
the white and pink forms represent incomplete dominance and 
the color of their heterozygotes shows a chne between white 
and pink. The mechanism regulating the color chne is not yet 
elucidated at this moment. 
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